
2
0

　　　　　　　・研究責任者：

７．研究により得られた結果等の研究対象者への説明方針

2026051902

１．研究課題名

２．研究の対象患者

３．研究の対象期間

研究の対象になる可能性がある患者さんで、診療情報が研究目的で利用されることを望まれない方は、

総合病院国保旭中央病院では、以下の研究を実施しております。

総合病院国保旭中央病院で診療を受けられる患者さんへ

下記のお問い合わせ先にご連絡下さい。

過去10年間にConcentrated Growth Factors(CGF)を活用した症例の臨床的検討

2013年8月～2024年3月

　　　　　　　電話：0479-63-8111㈹

　　　　　　　・臨床研究支援センター

　　（連絡先）地方独立行政法人 総合病院国保旭中央病院

歯科・歯科口腔外科　中田　康一

　　本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせ下さい。
　　ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保証に支障がない範囲内で、研究計画書
　及び関連資料を閲覧することが出来ますのでお申出下さい。
　　また、試料・情報が当該研究に用いられることについて、患者さんもしくは患者さんの代理人の方に
　ご了承いただけない場合には研究対象としませんので、下記の連絡先までお申出下さい。その場合でも
　患者さんに不利益が生じることはありません。

生年月日、年齢、性別､初診日､最終観察日･観察項目、手術名・手術日、診断名、有害事象の有無､創部
の治癒転帰

本研究は既存の日常診療情報を用いる後向き観察研究であることを踏まえ、研究対象者の健康状態等の
評価に関する知見が得られた場合でも、研究対象者(又は代諾者)個々に結果説明することはありませ
ん。

2026年3月25日～2027年4月30日

2000年代に入り、多血小板血漿（Platelet Rich Plasma : PRP）を皮切りに自己血由来の製剤を活用し
た再生利用が盛んに行われてきた。その中でも多血小板フィブリン（Platelet Rich Fibrin : PRF）の
一種であるCGFは、ガラス採血管の遠心分離のみで作製したフィブリンブロックであり、当科でもその
簡便性と安全性、そして有用性を期待し、2013年より導入し、抜歯窩や死腔の補填剤として様々な症例
に活用してきた。今回それらの症例について統計を取り、研究発表を予定した。

2013年8月～2024年3月までに歯口科外来ないし中央手術室にてCGFを使用した方で、以下の選択基準を
すべて満たし、除外基準のいずれにも該当しない方
(1) 選択基準
 1.対象患者の年齢平均52.8歳(13～91歳)、性別不問、外来手術室ないし中央手術室(術式に準じる)、
顎嚢胞･腫瘍、埋伏智歯、MRONJを含めた腐骨除去､インプラントの方
(2)除外基準
以下のいずれかに抵触する方は本研究に組み入れないこととする
　1）Drop outされた方
　2）その他、研究責任（分担）者が研究対象者として不適当と判断した方

４．研究の概要

５．研究実施予定期間

６．研究に用いる試料・情報の種類

８．お問い合わせ先


